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平成２７年度第２２回庁議提案 審議・報告・その他 

                     提 出 日：平成２８年２月１２日 

                     担当部・課：総務部危機対策課〔内線４１６８〕 

 

① 件  名 

 平成２８年度石巻市総合防災訓練の実施日について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

総合防災訓練については、東日本大震災の教訓を踏まえ、市民、自主防災組織、防災関係機関、

行政が一体となって災害に備え訓練を行う必要があり、災害発生時の初期行動、様々な災害に応じ

た避難行動の習熟を図り、併せて、地域と学校の連携強化、地域における共助意識の向上を図るこ

とを目的としているが、これまでの総合防災訓練に関するアンケートにおいて、周知拡大のための

広報の強化を求める声や、他の用事と重なったため参加できなかったという回答が多かった。 

 

【目的】 

  早期に訓練日を決定し、学校、地域における行事日程の調整作業に配慮するとともに、準備期間

を確保し充実を図る。 

 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

 災害対策基本法第５条 市町村の責務 

 石巻市地域防災計画 第２章 災害事前対策 第１６節 地域防災力の向上 第３ 防災訓練の実施 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

 第４章 安心して健やかに暮らせるまち 

 第７節 災害に対する備えを充実する 

   ３ 防災意識の向上と円滑な避難体制をつくる 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

平成２７年度石巻市総合防災訓練の実施について 

 ○参加人数（確定数） １５，４２５人、参加率 １０．４％ 

  （前年度 参加人数 １３，１８５人、参加率  ８．８％） 

 

 ○参加動向アンケートの実施（町内会長事後アンケート及び訓練会場ヒアリング調査） 

  （課題）・訓練の周知拡大のための広報活動をもっと強化すべきである 

・地域住民と小中学校との連携が不足しており、また、内陸部では津波想定の訓練内容が

地域の実情にあっていない。 

  （次年度に向け） 

      ・エリアごとの災害想定を工夫し、現実に則した実践的な訓練を実施する 

・地域と学校とが連携し実施することで、参加者層の広がりにもなり、防災意識の向上

が更に図られる 
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⑤主な内容 

 

１ 実 施 日：平成２８年１０月２３日（日）＊選定については資料参照。 

 

２ 実施場所：市内全域 

 

 ※訓練の時間や内容など、実施要領については、今後、関係機関等と調整を図り決定する。 

 

⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

 

 訓練日を早期に決定・周知することにより、学校における日程調整が可能となるほか、市内各関係

機関の他の行事との重複をなるべく避けることができる。 

 また、各地域においても、学校との連携を含めた準備期間を確保し、内容の充実が図られる。 

 

⑦他の自治体の政策との比較検討 

  

 他市町村の訓練実施状況（平成２７年度） 

 市町村名 日 程 内 容 

気仙沼市 １１月７日（土） 津波避難訓練 

南三陸町 １１月８日（日） 総合防災訓練 

女川町 実施せず  

東松島市 ６月１４日（日） 総合防災訓練 

多賀城市 １１月８日（日） 総合防災訓練 

岩沼市 １０月３１日（土） 津波避難訓練 

仙台市 
６月上旬から中旬（各地区） 

１１月１日（日） 

総合防災訓練 

津波避難訓練 
 

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

 

１ 訓練日の周知並びに参加協力要請 

 (1)市報（3／15 号）、ホームページ掲載のほか、2月下旬に全戸配布される石巻市防災シンポジウ

ム開催チラシに掲載する。 

(2)学校長、町内会(区)長、自主防災会長、商工会議所等に対し、参加要請を行う。 

(3)防災関係機関へ個別に通知するほか、記者クラブを通じて各報道機関に周知依頼を行う。 

 

２ 実施要領細部の検討 

   

⑨その他 

 

 


